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創 作 へ の 意 思

,Jacob'sRoom試 論

宇 野 玲 子

1

1920年1月26日 付 の 日記 にVirginiaWoolfは,二 年後 にJacob'sRoom

(1922)と して出版 されるこ とにな る 「新 しい小説」("anewnovel")の 構

想 を胸 に,新 しい作 品へ の意欲 と共 に次の よ うな 自戒 の言葉 を書 き記 して

いる。

I suppose the danger is the damned egotistical  self  ; which ruins Joyce 

and Richardson to my  mind  : is one pliant  and  rich enough to provide 

a wall for the book from oneself without its becoming, as in Joyce 

and Richardson, narrowing and restricting  ?1)

ここには,作 品へ の 自我の介 入は作 品 を偏狭 な制約 され た ものにす る,作

品を 自我か ら隔 て るため には精神 が柔軟 で豊 か でな けれ ばな らない,と い

う創作 につ いてのWoolfの 考 えが現 われ てい る。 この考 えは,す でに,'

モ ダ ニズム のマニフ ェス トとも言 うべ き評論"ModemNovels"(1919)の

中 で漠 然 と呈示 され,さ らに,1928年 の 講演"WomenandFiction"に 基

づ く評 論ARoomofOne'sOwn(1929)に お いて も敷衍 されて いる。 この

ことか らも,そ れがWoolfに とって非常 に大切 な問題 であ ったこ とが わ

か る。

Woolfが 日記の 中で 「新 しい小説 についての新 しい形式」("anewfo㎜

foranewnove1")に っ いて思 い至 っ たこ とを興 奮に うち震 え る口調 で語

りなが ら 「テーマ については 白紙 の状 態 であ る」("thethemeisablank

tome")と 告 白 して い るように,Jacob'sRoomは 形 式へ の興 味 と創作 行

為 自体へ の関心 か ら生 まれ た作 品であ った。 しか も"ModemNovels"発
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表以来,独 自の 小説形態 を探 求 し続 けていたWoolfに と っ て,Jacob's

Roomが 未 来へ の可能性 を賭け る最初 の実験小説 であった こ とを思 えば,

日記 の中で吐露 した創作 につ いて の懸念 と思惟がWoolfの 心 の 多 くを 占

めて いたで あろ うこ とは想像 に難 くない。

本稿 では,Woolfの 創 作につ いての思考が,Jacob'sRoomの 構 造 と内

容 をいかに支配 して い るか,先 に述べ た二つ の評論,特 にARoomof

One'sOwnの 主 張 を参,照 しなが ら明 らか に したい と思 う。

"ModemNovels"の 中 でWoolfはJamesJoyceのUlyssesを 現代 小

説 の代 表 と して取 り上 げ,そ れが独創性 を持 って はい るものの,な お,傑

作 と呼ばれ る過 去の作 品に及ば ない として,そ の理 由 を次の よ うに述べて

いる。

It fails, one might say simply, because of the comparative poverty 

of the  writer's mind. But it is possible to press a little further and 

wonder whether we may not refer our sense of being in a bright and 

yet somehow strictly confined apartment rather than at large beneath 

the sky to some limitation imposed by the method as well as by the 

mind. Is it due to the method that feel neither jovial nor magnanimous, 

but centred in a  self  .  .  . ? 2)

この評論 が加筆修正 されて"ModemFiction".と 題 して,TheCommon

Reader(1925)に 収 録 さ れた 時,引 用 中の第2文 はこの よ うに書 き替 えら

れてい る。

But it is possible to press a little further and wonder whether we 

may not refer our sense of being in a bright yet narrow room, con-

fined and shut in, rather than enlarged and set free, to some  limita-

tion imposed by the method as well as by the  mind.3)

作家の精神 と手 法 のため に,作 品が ある種 の閉塞 感 を読者 に与 え る とい う

主張 は変 わ らな いが,"ModemNovels"で,"apartment"と"beneath
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thesky"に よ って表わ された 「閉塞 感」と 「解放 感」が,"ModernFiction"

に お いては"room"一 語 で表 わされてい る。「部 屋」が 閉 じこめ もし,解

放 もす るとい う発 想で ある。"room"と い う語 がARoomofOne'sOwnと

Jacob'sRoomの タ イ トルの中に共通 に用 い られて い ることを考 え る時,

Woolfが こ こでその言葉 を用 いた ことは注 目に値 す る。

ARoomofOne'sOwnに お いて は,Woolfの 創 作 につ いて の考 えは,

社 会 的 ・歴 史的 コンテ クス トの 中で呈示 され る。 「作 品 を自我か ら隔 てる

に充分 な柔軟性 と豊か さを私 は持 ち合 わせ てい るだろ うかofと い う 日記 の

言葉 は,こ こでは フェ ミニズム的 コンテ クス トを もって説 明されて いる。

肉体 に二つ の性 が あるよ うに,も し精神 に も二つ の性 があ る とす るな らば,

精 神 の男性 的部分 と女性 的部 分が統合 され,均 等 に用 い られるこ とこそ作

家 に とって理想 的 なのだ,とWoolfは 論 じ,そ の ような状態 にあ る精神

を 「両 性具 有 的精 神」("theandrogynousmind")と 呼 ぶ 。PhyllisRose

も指 摘 す る ように,4)「 両 性具 有的」 とい うWoolfの 言 葉 は,精 神 の ひ と

つ の状 態 を生体 的 ・性 的イ メー ジに よって表 わ した メタファー で あ り,し

たが って 「両性具 有 的精神 」 とは,均 衡 の ある精神,自 意 識 を超越 した精

神 を意味 してい る。

現代 の文化遺 産 の一部 は,Woolfに よ って 「両性具 有的精神 」 と呼 ばれ

る詩入や作 家達 に より,受 け継が れて きた ものであ る。Woolfは,過 去 に

女性 が この文化遺 産 の継承 と伝達 の歴 史に列 す るこ とが いか に困難で あっ

たか を論 じ,そ の ことを家父長制社 会の構造 に帰 して い る。 しか し,反 面,

家 父長制度 の下 で,男 性 と女性 は 自意識 に妨 げ られず に調 和 して い た,と

Woolfは 考 えてい る。

女権拡張 運動 は,女 性の地位 の向上 と共 に,過 剰 な性 意識 を人々の心 に

もた らした。 その結果,「 両性具 有的精神」 を持 つこ とは過去 に おい て よ

りもは るか に困難 にな った。この よ うに論 じるWoolfは,Shakespeare,

Keats,Stemeな ど 多 くの 「両 性具 有的精神 」 を輩 出 した過去 の時代 を,

「あの幸せ な時代 」("thathapPyage")5)と 呼 ん でい る
。
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JohnBurtも 指 摘 してい るよ うに,6)ARoomofOne'sOwnの 主 張 は,

過 去 の時代 を,一 方 では,女 性 が男性の支配 下 に置かれ ていた不 幸な時代

と見做 し,他 方 では,多 くの 「両性 具有的精神 」を生み 出 した幸せ な時代 と

考 え る点 で,全 く矛盾 してい る。 しか し,そ の矛 盾は,女 性 であ り作家 で

もあ ったWoolfに と って,解 消不 可能 な もの であ った に違 いない。 それ

故,Woolfは 矛 盾 をそのま ま呈示 して,未 来 に期 待 をか ける。 「もし私 た

ちがあ と一世 紀程生 き… ・一人一人が500ポ ン ドの年 収 と自分 自身の部屋

を持つ よ うにな った ら」("ifweliveanothercenturyorso...andhave

fivehundredayeareachofusandroomsofourown")7),そ の 時 こそ真

の芸術家 た る女流作家 が生 まれ るであ ろう,と 。 「500tン ドの年収」と「自

分 自身の部 屋」とは"lnterectualfreedomdependsuponmaterialthings."8)

とい うWoolfの 言 葉 が語 る とお り,第 一義 的に は物 質的な お金 と個 室 を

指 してい る。 しか しなが ら,こ れ までの主張 を振 り返 る時,Woolfに と っ

て,「 自分 自身 の部 屋」が 「両性具 有的精神 」 を同時 に意味 してい るこ と

は明 らか であ る。

II

Jacob'sRoomは,発 表 当時,手 法 と形 式の斬新 さに よって注 目を浴 び

た ものの,MrsDalloway(1925),TotheLighthouse(1927)な どの陰に あっ

て,未 熟 な作 品 として 軽ん じられ,論 じられ る ことが少 なか った。 しか し,

近 年 この作 品はフ ェ ミニズムの立場か ら再 検討 されて い る。

Jacob'sRoomの フ ェ ミニ ス ト的解 釈は,JacobFlandersを 父 権社会 に

参与す る男性 の代 表 と見,彼 の住 ま う男性 社会 が女性 であるnarratorに

よ ってoutsiderの 立 場 か ら描か れてい るとす る点に おいて共通 して いる。9)

こ う した観 点か らの読 みが,テ クス トに隠蔽 されて いる様 々な興味深 い要

素 を明 らか にす るこ とは確 か である。 しか し,Jacob'sRoomの 語 りを支 配

して い るのが,哀 感 に満ち たノスタル ジア とJacobに 対 す る穏やか な好意

であ るこ とを考 える と,Jacobを 父権社 会 の権 化 と見做 す ことに疑問 を抱
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か ざるを得 ない。

た しか に,Jacobを 取 り巻 く世 界は,outsiderの 立 場か ら語 られ てお り,

ま たnarratorの フ ェ ミニス ト的意 識 を反 映 して,父 権社 会の様々 な特質

を露呈 して いる。 しか も,そ の語 りに は,辛 辣な風刺 とア イロニー が伴 っ

ている。 しか し,そ の矛先は,決 してJacobに 向 け られ るこ とは ない。

Jacobを 語 るnarratorの 目は,時 に保護 的な感情 を,時 に畏敬の 念 を伴

いなが ら,常 に好意的で ある。 また,Jacobを 取 り巻 いてい るのは フ ェ ミ

ニ ス ト的意識 を知 らない女性達 であ り,Jacobと 彼 女達 との関係は概 して

調和 的であ る。一 見矛盾 とも見え るこの ようなJacob'sRoomの 語 りの構

造 は,ARoomofOne'sOwnの 主 張 とのパ ラレ リズムに よって説 明す る

こ とが出来 る。

家 父長制 度の下 に調和 してい るJacobと 女 性達 の世 界は,・4Roomof

One'sOwnの 中 でWoolfが 過 去に見 い出 した,性 意 識過 剰の風潮 が生 じ

る以 前の イギ リス社会 であ る。す でに見た よ うに,Woolfは そ のよ うな過

去 の時代 をShakespeareを は じめ 多 くの偉大 な詩 人や作家 を生 んだ 「幸

せ な時代 」 と呼 んだ。今,語 りの 中心 に据 え られ るJacobは,そ れ らの

詩 人や 作家達 の系譜 に列 な るべ き 「両 性具 有 的精神 」 を具 現 してい る と考

え られ よ う。一 方,Jacobよ り十歳年 上 で,女 性 であ るこ とをほのめか す

narratorの 視 点は,創 作へ の意思 に貫 かれ たWoolfの 視 点 にほぼ重 って

い る と言 って よい。そのnarratorに と って,調 和 の社 会 としてのJacob

の世 界 は,フ ェ ミニズム的問題 を温存 してい るに もかか わ らず,希 求せ ず

にはお れない失 われたユー トピアであ る。それ故 に,Jacobの 世 界 は,

outsiderの 立 場か ら,父 権杜会 に対 す る幾分 かの風刺 と共 に,Jacobへ の

温情 とノス タル ジア を伴 って語 られ るの であ る。ARoomofOne's・Own

の 中 で,第 一次世 界大戦が過去 の 「幸せ な時代 」の終焉 を印す もの として

暗示 されてい る10)こ と を思 うとき,大 戦後 に書か れたこの小説が 戦前の

イ ギ リス社 会 を描 いてい るこ とは示唆 的 であ る。Jacob'sRoomの 世 界 は,

ま さに,ARoomofOne'sOwnの 中 で,"Oxbridge"の 昼 食会 に出席 した
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「私」が ,ノ スタルジアに駆 られて思いを馳せる戦前の昼食会に比す るこ

とができるであろう。

Before the war at a luncheon party like this people would have said 

pricisely the same things but they would have sounded different, 

because in those days they were accompanied by a sort of humming 

 noise, not articulate, but musical, exciting, which changed the value 

of the words  themselves.11)

大 英博 物館 の場面 の語 りは,上 に述べ た よ うなJacob'sRoomの 作 品構

造 を凝縮 した形 で呈示 して いる。無心 にMarloweの 一 節 を書 き写すJacob

の 周 りに は,様 々な男女 が いる。父権 社会 の ドグマチ ズム の権化 と見 える

無神 論者Frasさr,男 性 優位社会 への反骨精神 に燃 えるフェ ミニス トJulia

Hedge,父 権 社 会へ の従 属 に甘 ん じつ つ,フ ェ ミニス ト的意識 に半 ば 目覚

め た,振 る わな い女性 哲学者MissMarchmont。Jacobと 何 の関 わ りも

持 たない これ らの男女 の内面 と その精神 的背景 が 個 々に 語 られる 中で,

Jacobに つ いて は簡 単 な外的描写が二度与 え られ るだ けであ る。 この こと

は1無 心 にMarloweに 没 頭す るJacobの 姿 を浮 き立 たせ,周 囲 との対 照

に よう・て彼 の無 意識 を強調 す る。 しか もこの時JacobとMissMarchimont

との 間に次 のよ うなハ プニ ングが起 こる6Miss・Marchimontの 本 の 山が

隣 りのJacobの 上 に崩 れかか ったのであ る。1これ は 「本 を出版す るに は資

金が必要 だJ("sheneedsfundstopublishherbook")と い う考 えに気 を取

られたMissMarchimontが,机 に積 み上 げていた本の 山に肘 を突 っ・こん

だためであ ったが,一 方,「Jacobは び くとも動 か なか った」。("Jacobrema-

inedquiteunmoved。")12)、4RoomofOne'sOwnの 主 張 を念頭 に置熔て

考 える とき,自 意識 のために均衡 を失 ったMissMarchimontの 精 神 が,

「両性具有 的精 神」 の具 現 たるJacobの 上 に崩れかか る
,と い う隠 し絵が

ここに埋 め こまれてい るこ とがわか る。13).・ ・

テ クス トの中 に隠 されて いた寓意的な意味 は,ま もな くnarrator自 身

に よって明 らか にされ る。Marloweを 読 むJacobを 視 野 に収 めなが ら,
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narrator・ は 次 の よ う、に 語 る 。

Youth, youth — something savage — something pedantic. For example, 

there is  Mr . Masefield, there is Mr Bennett. Stuff them into the flame 

of Marlowe and burn them to cinders. Let not a shred remain.  Don't 

palter with the second rate. Detest your own age. Build a better  one..  .. 

Useless to trust to the Victorians, who disembowel, or to the living, 

who are mere publicists. The flesh and blood of the future depends 

entirely upon six young men. And Jacob was one of them, no doubt 

he looked a  little, regal and pompous as he turned his page, and Julia 

Hedge disliked him naturally enough. (p. 103)

未来 を担 う若 者達 とは,Cambridgeで 共 に学 んだ若者達,JacQbと そ の学

友,を 指 してい るに違 いな い。14)こ の ことはそれ らの若者達 の知 的 な交 流

が,幾 ば くか の羨望 と共に,賞 賛 と崇敬 の念 を込 めて語 られてい るこ とに
ソナタ

示 されて い る。「月光:の曲」 が響 く,夜 のCambridgeの 学 寮 の,-广 室 に集

う若者達 の知 的で穏やか な雰囲気が,外 の闇の 中か らnarratorの 目 を通

して伝 え られ る時,そ れ らの若者達 を包む空間が,あ る種 の非現 実的 な輝

きを帯 びて暗闇 の中に浮 び上 が るの を,わ れわれ は見 る。 この輝 く空 間は,

ま,さにJacobの,そ して他 の全ての若者達 の精神 であ る。narratorは,

Jacob.を 未 来 を担 う若者達 の一人に数 えるが,彼 が語 りの 中に 占め る位置

を考 え るな らば,あ る意味 で,Jacobは そ れ らの若 者達 が象徴す る一つ の

理 想的精神,す な わち 「両 性具有 的精神 」の具現 で ある と言 えるだろう。

上 の引用に見 られ るMasefieldやBennettに 対 す る攻撃 は,"Modem

Novels"やARoomofOne'sOwnに お け る,当 時 の 流行 作 家達へ の

Woolfの 厳 い ・批 判 を思 い起 こさせ る。Woolfは 彼 らの作 品 を,過 去 の傑

作 に比肩す る もの とは いい難 く,消 えゆ く運 命に あ る と見 る。 この こ とを

考 え るどき,わ れ われは,大 英博 物館 に眠る 「巨大 な精神 」("anenormous

mind")を 「炎」("flame")と 「ねずみ」("rat")と 「泥棒」("burglar")か

ら守 るために館 内 を巡 回す る夜警 たちが,そ れ らの作 家達の戯画 であ るこ

とに気づ くの であ る。 「PlatoやShakespeareの 背 をラ ンタンで照 らし」
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("flashingtheirlanternsoverthebacksofPlatoandShakespeare"‐

P.105.)文 化 遺産 の保 護 に努め る夜警 に対 して,同 じ夜,自 分の 部屋 で

PlatoのPhaedrusを 読 み耽 るJacobは,古 典 文学か ら連綿 と続 く文化 継

承の.真の後 継者 として位置づ け られて いる。

 But he read on. For after all Plato continues imperturbably. And 

Hamlet utters his  soliloquy.  ... Plato and Shakespeare  continue  ; and 

Jacob, who was reading the Phaedrus, heard people vociferating 

round the lamp-post, and the woman battering at the door and crying, 

 let me  in  !' as if a coal had dropped from the fire, or a fly, falling 

from the ceiling, had lain on its back, too weak to turn over. 

 The dialogue draws to its close. Plato's argument is done.  Plato's 

argument is stowed away in Jacob's mind, and for five minutes 

 Jacob'  s mind continues alone, onwards, into darkness. (p. 106)

われわれは;こ こに,あ るひ とつの精神がPlatoか らShakespeare,そ し

て,Jacobへ と,一 筋 の流れ を成 して続 いて い る様 を見 るであろ う。

「入れて」と叫 ぶ酔 い どれ女は
,上 の引用 の直前 に も,夜 の大英博 物館の

描 写 と共 に言 及 され てい た。大 英博 物館 内の静謐 とJacobの 精 神 の沈静

が,降 りしきる雨,夜 の闇 と相 まって厳粛 さを醸 し出す。 その傍 らで 「入

れて」 と叫ぶ女 は,あ る意味で,文 化継承 の歴 史か ら閉め 出 されて きた女

性達 の悲惨 な姿 を表 わ して いる。 しか し,ま た同時に,そ れは,Jacobの
に

住 まう調和 の世 界 を希求 しなが らoutsiderと して しか語 るこ とので きない

narratorが,自 らの姿 を戯画化『した もの と見 る こと も出来るだ ろう。 その

女 を 「火の外に落 ちた石 炭」 「天井か ら落 ちたハエ」 に喩え ることで,

narratorは,い わゆ る楽園か ら堕 ちた 自分の立 場 を再 認識 しているに違 い

ない。
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Jacob'sRoomに は,様 々な詩 人や 作家,文 学作品が,Jacobと の 関 わ り

にお いて言及 され てい る。Jacobは,イ ギ リス文学の古典 とされ る作 品 を

好み,ギ リシア ・ローマの古典文学 に傾倒す る文 学青年 である。 この よ う

な文脈 の中で,JacobのLondonの 下 宿が18世 紀 の造 りであるこ とが繰 り

返 し語 られ,そ の重厚 で立派 な造作 が,"Theeighteenthcenturyhasits

distinction."(p,67)と い う文章 で表 わ され る時,わ れわれは,18世 紀 が英

文 学の黄金 時代 であったこ とを思 わずに はい られない。奘 文学 史上,18世

紀 は,伝 統 と規律 を重 ん、じる古典主義 と,横 溢す る自然な感 情を貴 ぶ浪漫

主義 との攻 め ぎ合 いの中,多 くの優 れ た文学作 品 を生みだ した時代 で あっ

た。実 の ところ,Jacobの 精 神 は,あ る意味 で,こ の18世 紀 の時代 精神 を

反映 してい る。 た とえば,RichardBonamyがJacobの 中 に見いだ した

「ロマ ンチ ックな気 質」("romanticvain"-P .136)は,娼 婦Florindaの

無 頓着 な人 なつ こ さに ギ リシア時代 の女 を連 想す る ところに も示 され てい

る。一 方,彼 は 「男同士のつ きあい,世 を避 けて ひきこ もった部屋,そ し

て古典 の文 学作 品に向か って,激 し く逆戻 り」 もす る。("Hehadaviolent

reversiontowardsmalesociety,cloisteredrooms,andtheworksofthe

classics.‐p.79)

18世 紀 の特色 とされ た 「立 派 さ」("distinction")が,同 時にJacobの 他

人に与 える印象で あるこ とに も,18世 紀 とJacobと の類 縁性 は暗示 され る。

とはい え,相 反す る二つ の思 潮 を孕 んだ18世 紀 の時代精神,そ してそれに

重 な るJacobの 精神 が,共 に 「立派 さ」 という一言 によって表わ し得 るは

ずは ない。narratorは,「 立派 さ」 がJacobに ふ さわ しい言葉 であ るこ と

を認め る一 方,Jacobの 捉 え難 さ を強調 し,そ の言葉が彼 を言い表 わす に

足 る 「一語 」 ではない ことをほのめかす 。そ して,そ の 厂一語 」 を探 し求

め るポーズ を取 りなが ら,そ の試 みが徒労 であ るこ とを暗に示 して いる。



噛宇
野 玲 子 163

 ... distinction was one of the words to use naturally, though, from 

looking at him [Jacob], one would have found it difficult to say which 

seat in the opera house was his, stalls, gallery, or dress circle. A 

 writer  ? He lacked self-consciousness. A  painter  ? There was some-

thing in the shape of his hands  ... which indicated taste. Then his 

mouth — but surely, of all futile occupations this of cataloguing 

features is the  worst One word is sufficient. But if one cannot find 

 it  ? (p. 68)

これ よ り後,JacobがGray's,Innで 仕 事 を してい るこ とが,ご く暗示 的

に示 され る。恐 ら く彼は弁tに な るため の修業 をし
.ているのでわ う う。

だが 「弁護 士」 とい う一語 で も彼 を表わす ご どは出来な い。われわれ は彼

を 「作家」 とも 厂画 家」 とも呼 び得 るの である。そ して実際,彼 は弁護士

にな る前 に・
.26歳 の若 さで戦場 に消zる の で{らる・,、

この よ うなJacobの ア イデン テ ィテ ィの欠如 は,あ る章味 で,彼 の樟神

の 「両性具 有性 」を示 す もの とな って いる。 とい うの も 「両性具有 的精神 」

とは ・「共鳴 し,侵 透 す るJ("resonantandporous")15)も の だか らであ る。

Woolfの 言 う 「両性 具有的精神 」が,・Keatsの い わゆ る"negativecapa-

b量lity"と 同 じもの で あ り',"androgynouspoet"は ま さに"chamereon

poet・ の こ とで ある とす るPhyllisRoseの 主 張16)は 卓 見であ り,特 に今,

Jac・bの ア イデ ンTイ テ・の欠郷 ついて考 える際 逸9・tivecap・bility"

"chamereonpoet"と い う
,Keatsの 言 葉 は・ われわれに よ り具体 的 なイメ

广 ジ奢与 えて くれ る。われ われ が見 るJaCQbは,自 己主張 を決 してせず,

カ メレオ ンの如 く,作 家,画 家,弁 護士 に と捉 えど ころな く変貌 す る,そ

の よ うな存 在な ρであ る。

Jacobに と って,男 女の隔 り,階 級の壁 は,全 く無 意味 な ものの よ うで

あ る。 人々が集 うDurrunt家 の居 間で,本 や新 聞 を読 む 男達 と針仕 事 をす

る女齢 畑 こ対を成す形で描警 れるとき・われわれは・男女の役割

分担によって男性世界 と女性世界の境界が歴然と引かれているのを見る。
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しか し・Jacobは こ り境 界 を逸脱 して・毛 糸玉 を拳
、くM「sDμ 「「untの 側

で彼女の思 い出話 を傾聴 し,"`Shalllholdyourwool?'"(P,59)と 尋 ね さ

えす る。或 は衣装 を縫 う若 い女性達 の素 人芝居に,頼 まれ参加 した りもす

る。 この よ うに,Jacobは,全 く自然に女性 の世 界に入 ってゆけ るの であ

る。階級間 の壁 につ いて も事 は変 わ らない。 さて こそ,「 オペ ラハ ウスの
レ

中で,彼 が どg席 に座 ったのか,一 階乖面 の特別席か,天 井棧敷 か,二 階

棧敷 か,言 い当て るのは難 しい」(p.68)の で あ る。

テ クス トの中で何度 も強調 され るJacobの 無 意 識は,あ る意 味で,箕 曲

牧子 氏が主張す る よ うに,17)父 権 社会 の後 継者 としての彼 め特権 的 な境遇

に依拠 して いる と言 える。 しか し,Jacobは 自芬の特権牲 に全 く無頓着 で

あ るよ うに 見え る。 そ して;そ の特権1生の拠 っ七 きた る父権社 会の 因習や

制度 の権化 ともい うべ き古い世 代の 男性達 に対 して,む しろ強い反発 を感

じてい る。Cambridgeの 教 授MrPlumerの 昼 食会 に招 かれ た 帰 りに

Jacobが 示 す,MrPlumerを 含 め た古 い世代 への反感 は,非 常 に激 しい も

のであ る。 ㌦

 ̀ Bloody beastly'
, he said to Timmy Durrant, summing up his dis-

comfort at the world shown him at lunch-time, a world capable of 

existing — there was no doubt about that — but so unnecessary, 

such a thing to believe in — Shaw and Wells and the serious sixpenny 

 weeklies  ! What were they after, scrubbing  and demolishing, these 

elderly  people  ? Had they never read Homer, Shakespeare, the  Eliz-

abethans ? He saw it clearly outlined against the feelings he drew 

from youth and natural inclination. The poor devils had rigged up 

this meagre object. (p. 33)

Jacobが 自分の地盤ともいうべ き父権社会に反発するのは,父 権社会の構

造の特質が,秩 序化,類 犁丁匕にあ るか らに他 な らな レ1。MrPlumerら 老 人

達の世 界は 「あ るが ままの おれわれの上に,ま っ黒 な輪郭 を投 げか け る」

か らである。("itmustcome
.asashockabouttheageoftwenty-the

worldoftheelderly‐thrownupinsuchblackoutlineuponwhatwe
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are"-P.33)Jacobの 「若 さ と性 向」が志向す るのは,WellsやShaw,

そ して安 っぽ い週刊 紙が 象徴 す る老 人達 の世 界の対極 にあ る世 界,す なわ

ち,Homerを 生 みShakespeareや エ リザベ ス朝の詩 人達 に 多大 な影 響 を

与 えた古代 ギ リシアの世 界であ る。18)古 代 ギ リシア とその芸術 は,Jacob

に と って常 に崇敬 の的 であ り,彼 は その憧 れの国へ とつ いに は 自ら赴 くこ

とに なる。荒涼 た るギ リシアの土地 を背景 に,narratorは 次 のよ うに言 う。

厂われ われの 中には
,限 定 を軽蔑す る絶対 的な なに ものかが ある。社 会の

中でなぶ られ歪め られ るのは これなの だof("Thereissomethingabsolute

inuswhichdespisesqualification.Itisthiswhichisteasedandtwisted

insociety."-p.140)Jacobを 駆 りたてて父権 社会 に反発せ しめ,ギ リシ

ア に赴かせ た もの は,ま さに,こ の 「絶対 的なな に ものか」 の力であ った

に違 いない。Jacobは ギ リシアか ちBonamyに 宛 てた手紙の 中で,ギ リシ

ア に来 るこ とは 「文明か ら身 を守 る唯一 の機会 だと思 う」("theonlychance

Icanseeofprotectingoneselffromcivilization."-p.142)と 述 懐 す る

の である。そのJacobを,イ ギ リスの父権社 会の しが らみ を背 負って ギ リ

シアにや って きたEvanWilliamsが,将 来 「政 界で成功 しそ うな男」("a

fellowwhomightdoverywellinpolitics"-P.142)と 評 す るのは,ア

イ ロニ カル である。

だが,EvanWilliamsの 目が全 くの節 穴だ った訳では ない。新 聞 を くし

ゃ くしゃに丸め て"`ButtheDailyMailisn'ttobetrusted.'"(P.135)と

憂 鬱 に呟 くJacobの 姿 は,彼 が,父 権社 会へ の反発,文 明不信 を心 に抱 き

なが らも 「まわ りを覆 う暗い水 に身 を委 ね」つつ あ るこ とを暗示 して いる。

("Thisgloom,thissurrendertothedarkwaterswhichlapusabout,is

amoderninvention."-p.134)「 彼 は一 人前 の男にな り,も の ごとに巻 き

込 まれ よ うとして いたof("hehadgrowntobeaman,andwasaboutto

beimmersedinthings."-p.135)ア ク ロポ リスの上 で,"Greecewas

over"(p.146)と 悟 った時,Jacobは 自 らの意 に反 して,厳 然 たる枠組 を持

つ 男性世 界への決定 的 な第一 歩 を踏み入 れたので ある。
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しか し,「 ギ リシア的 なイギ リス人 タイプ」("theEnglishtypewhichis

soGreek"-P.138)で あ るSandraWentwarthWilliamsに 恋 をし,ギ

リシアの女神 の石像 に彼女 の面影 を見 るJacobは,Sandraの 中 に,な お,

古 代 ギ リシアの幻想 を見,信 じて い る。当 のSandraが 「何の ため に?」

("Whatfor?")と い う問レ・を繰 り返す,目 覚めつつ あ る現代女性 で あ るこ

とに,Jacobは 気 づか ない。Sandraと は 対 照 的 に,彼 は 「その よ うな問

い を自らに発す るこ とは決 して なか った」("Jacobneveraskedhimself

anysuchquestions"-p。157)の だ 。

He was young — a man. And then Sandra was right when she judged 

him to be credulous as yet. At forty it might be a different matter. 

Already he had marked the things he liked in Donne, and they were 

savage enough. However, you might place beside them passages of 

the purest poetry in Shakespeare. (pp. 157-8)

Jacob'o)精 神 の 「両性具 有性」が 彼の若 さ と分 か ち難 く結 びつ いて い るこ

とは,narratorが 若 さを讃 え,未 来 を担 う若者の一 人 とJacobを 呼 ん だ

ことか らも明 らかであ ろ う。今,Jacobは,こ の若 さ,す なわ ち 「両性具

有性 」 と 「男性性」 との狭間 で揺 れて いる。 しか し,"passagesofthe

purestpoetryinShakespeare"に よ ってnarratorが 示 唆す るよ うに,

Jacobに ふ さわ しいのは 「両性具 有性 」 であ る。 それ故にJacobは,男 性

の領 域の 中 で若 さと共に滅び る他 はなか ったのであ る。

これまで見て きた ように,Jacobは 友 人や知 人,彼 の生活 の一部 であ る

文学作 品な ど,他 との関係性 の中で 「両性具 有的精神」の具現 として位 置

づ け られ て いた 。彼のア イデ ンテ ィサ イは最 後 まで与 えられず,テ クス ト

の中心 に欠損部 を残す。 こ うしてみ ると,中 心 を欠い た作 品世 界は,自 意

識 を欠 いたJacobの 精 神世 界 を表 わす と共 に,ア イデ ンテ ィテ ィを欠 いた

Jacobの 存 在そ の もの を意味 してい ると言 うことがで きる。この本が,

"Jacob'sRoom"と 題 され たゆえん もそこにあ る
。 この作 品は,Jacobで

は な く,「Jacobの 部 屋 」 を描 いた ものな のであ る。作 品の 中でJacobの
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在,不 在に かかわ らず 幾度 とな く描 き出 され た彼 の部 屋が,彼 の死 を告知

す る大砲 の 響 きの余韻 と共に最後 の場 面で描 出され る とき,残 された部 屋

が留め る彼 の気配 と死 とい う絶対的 な彼の不 在性 との共存 は,Jacob'sRoom

の作 品世 界 その もの を表徴 す る と共 に,作 品の描 く 「Jacobの 部 屋 」が も

はや実体 を欠い た過去 の幻想 である ことを も露呈 して い、る。

以上,Woolfの 創 作 につ いて の考 えがJacob'sRoomの 構 造 と内容 をい

かに支配 してい るか を,彼 女の考 え を端的に示 したARoomofOne'sOwn

との 照応性 に よって明 らか に'した訳 であ るが,Woolfが 臼記 の中に披歴 し

た,作 品 を 自我 か ら隔 て ようとい う創作 の実践面 にお ける:も くろみ は,果

して成 し遂 げ られて いるであ ろ うか 。narratorを 通 してoutsiderの 立場

か ら語 るこ とで,確 か に,Woolfは 自意識 を抑圧ぜず して客観化 し,対 象

化す る ことに成功 して い る。 また,中 心 を欠 いた理想世 界 を語 りの対 象 と

す るこ とで,語 りの核心 に 自意識が 友ぶ ことを免かれ てい 磊 夫Leonard

Woolfが"thepeopleareghosts"と 評 した よ うに,作 中人物 の深 み,存

在感 が犠牲 とな って い るにせ よ,そ れはWoolfに とっての大 きな第一 歩で

あったはず であ る。他 人の批 評 を,殊 に夫め意見 を,大 変気に したWoolf

が,Leonardの その批評 をむ しろ得 意気に 日記 に書 き記 し,「 全体 的に満

足 してい る」("Iamonthewholepleased")と 述 べ てい るis)こ とは,そ

の証 左 であ る。 いず れにせ よ,Woolfめ 作 家 としての探求 は,『今,こ こに

始 まったば か りなの であ る。
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